
 

 

地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 泉校区コミュニティ協議会 

２事業名 泉校区子供の安全対策事業 

３事業実施 

結果 

■購入した啓発品や、作成したチラシを地域住民に配布することで防犯意識

の高揚を図りました。 

 

  

↑啓発品はマスクと、マスクに貼る“Ｉ ♡ 泉”のラベル 

 

  
↑作成したチラシ 



■見守り隊の存在をアピールするため、統一のユニフォームを作成しまし

た。 

 

   

         

 

■小学生の登下校時に見守り活動を実施しました。 

  

  

 

  



 

 

 

■泉小学校及び泉中学校、警察と連携し、不審者対応訓練を実施しました。 

 

  

  

 

４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

泉校区コミュニティ協議会では、子供たちを地域で協力して見守る「いず

み見守り隊」を平成 26年に発足しました。「いずみ見守り隊」は、地域有志

によって日常生活の中で散歩や買い物、農作業の最中に子供たちを見守る

「ながら見守り」活動を実施しています。田原市では、現在連れ去り等の犯

罪は発生していないものの、不審者による盗撮や付きまとい事案等が発生し

ているため、見守り活動の体制強化及び地域住民や子供たち自身に向けた防

犯意識の高揚を図るため、本事業を実施しました。 

 

・田原市での子供対象の不審者情報 

令和元年度・・・16 件（内、泉校区３件） 

令和２年度（12 月 31 日現在）・・・22 件（内、泉校区１件） 

 

 まだ年度途中ではありますが、田原市内における不審者情報が増加してい

るのに対し、泉校区内での不審者情報は減少しています。子供たちの防犯意

識の向上により、曖昧なものの通報が増えて不審者情報が増加することもあ

りますが、何かあってからでは遅いので、不審に思うことがあればすぐ通報

するように指導したいです。その上で、子供が危険な目に遭わないように見

守ることが必要であると感じました。 



新型コロナウイルス感染症対策のため、活動にかなり制限がかかりました

が、小学校や中学校、警察署の協力を得て不審者対応訓練を実施することが

できました。不審者とはどんな人なのか、不審者に会ったらどうすればいい

のか、警察官の話を子供たちは真剣に聞いていました。 

 また、今の時勢には欠かせないマスクと、マスクに貼る“Ｉ ♡ 泉”のラ

ベルを配布することで、地域住民の防犯意識を向上することができました。 

 

（２）今後の取組み 

泉校区コミュニティ協議会は、「いずみ見守り隊」による「ながら見守り」

の中で、不審者や不審な車にはこれまで以上に注意し、活動を続けていきま

す。 

 


